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(トップページ：http://mylibrary.maeda1.jp/ )  

(世界ランクシリーズ：http://mylibrary.maeda1.jp/MENAranking.html ）  

マイライブラリー：０５７５ 

 

(注)本稿は 2023 年 4 月 27 日から 5 月 7 日まで 7 回にわたり「アラビア半島定点観測」に掲載した

レポートをまとめたものです。 

 

掲載日：2023.5.11 

前田 高行 

 

日本は世界 10位、急伸したウクライナ：世界及び中東主要国の軍事費と武器輸出入 

（世界ランクシリーズ その７ ２０２３年版） 

 

国連などの国際機関あるいは世界の著名な研究機関により各国の経済・社会に関するランク付

け調査が行われている。これらの調査について日米中など世界の主要国及びトルコ、エジプト、イラ

ンなど中東の主要国のランクを取り上げて解説するのが「世界ランクシリーズ」である。 

 

 第７回の世界ランクは、スウェーデンの「ストックホルム国際平和研究所（Stockholm International 

Peace Research Institute, 略称ＳＩＰＲＩ）」のホームページに発表されたデータベースの中から SIPRI 

Military Expenditure Database 及びＳＩＰＲＩ Arms Transfers Databaseを取り上げ、２０２２年の世界

と中東主要国の軍事費、一人当たり支出、GDP に占める比率及び政府歳出に占める割合を比較

する。また２０１３年から２０２２年までの１０年間にわたる各国の武器輸出入累計額についても分析

する。 

＊SIPRIホームページ：http://www.sipri.org/databases  

 

(圧倒的な米国の軍事費、２位中国の３倍、日本の２０倍弱！) 

１． 軍事費支出の比較 (末尾表 7-T01参照) 

 

http://mylibrary.maeda1.jp/
http://mylibrary.maeda1.jp/MENAranking.html
http://www.sipri.org/databases
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 世界で軍事費が最も多いのは米国で２０２２年の支出額は８，７６９億ドルである。同年の世界全

体の軍事費は２兆２，４００億ドルであり、同国だけで世界の４割弱を占めている。これに次ぐのは

中国の２，９２０億ドルであるが、米国の３分の１にとどまっている。それでも中国の軍事費が世界に

占める割合は１３％であり、米国と中国二カ国を合わせると世界の軍事費の５割を超える。 

 

これら２カ国に続くのがロシア(８６４億ドル)であり、世界全体の４％を占めている。４位から１０位

までは、インド(８１４億ドル)、サウジアラビア(７５０億ドル)、英国(６８５億ドル)、ドイツ(５５８億ドル)、

フランス(５３６億ドル)、韓国(４６４億ドル)及び日本(４６０億ドル)の各国である。因みに日本の軍事

費を他国と比べると、米国は日本の１９倍、中国も日本の６倍である。また韓国は日本をわずかに

上回り、昨年と順位が逆転している。 

 

因みに日本に次ぐ１１位はウクライナ（４４０億ドル）である。同国の２０２１年の軍事費は世界３６

位の５９億ドルであり、ロシアとの戦争のため軍事費は１年間で７．５倍に増加している。紛争の一

方の当事国ロシアの２０２１年の軍事費は６５９億ドルであり、こちらも１．３倍に増加している。 

 

中東の主要国を見ると、サウジアラビアが７５０億ドル(世界５位)、イスラエル２３４億ドル(同１５

位)、トルコ１０６億ドル(世界２３位)、イラン６８億ドル（同３４位)である。エジプトは中東で人口が最も

多く、軍が国家権力を握っているが、経済規模が小さいため、軍事費は４６億ドルにとどまっている。

これはサウジアラビアの１６分の１、イスラエルの５分の１であり、世界４６位の規模である。 

 

(注)UAEの軍事費について： 

SIPRI の統計では UAE の軍事費は２０１４年以降明示されていないが、２０１４年以前の同国の

軍事費はイスラエル、トルコ、イランを上回っており、世界１０位前後に位置している。また、後述す

る通り２０１３年から２０２２年までの１０年間の武器輸入額は世界７位の規模である。これらのこと

から UAEの軍事費は世界のトップテンに並ぶものとみて間違いないであろう。 

 

(一人当たり軍事費世界一はカタールの５，１７２ドル、中国は２０２ドル！) 

２．一人当たりの軍事費 
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国民一人当たりの軍事費が世界で最も多いのはカタールでありその額は５，１７２ドルに達する。

２位はイスラエルの２，６２３ドルでカタールの２分の１である。３位はサウジアラビア(２，０９３ドル)で、

一人当たり軍事費が２，０００ドルを超えるのはこの３カ国だけである。なお昨年のデータでは米国

はサウジアラビアを上回る世界３位であったが、今回はデータが示されていない。 

 

４位はシンガポール（１，９６６ドル）であり、以下１０位まではクウェイト、ノルウェー、オーストラリ

ア、オマーン、ウクライナ及び英国の各国である。 

 

上位１０カ国の顔ぶれにはカタール、クウェイト、サウジアラビア、オマーンのＧＣＣ４カ国が並ん

でいる。サウジアラビアを除きいずれも人口が少なく、豊富な石油収入により一人当たりの軍事費

が大きい。すでに触れた通り同じＧＣＣのＵＡＥは今回の統計には明示されていないが、同国も人口

が少なく、一人当たりの軍事費がカタールと肩を並べる世界トップクラスであることは間違いないと

言えよう。 

 

 極東アジアの主要な国は韓国が１４位（９０３ドル）に入っている。またロシアは２７位(５９２ドル)、

台湾３１位(５２４ドル)、日本３９位(３６６ドル)である。軍事大国中国の一人当たり軍事費は２０２ドル

で世界５３位、インドは５８ドルで世界８５位である。中東イスラム諸国では、トルコが１２４ドル(世界

６４位)、イラン８０ドル(世界７８位)、エジプトは４４ドル(同９９位）である。 

 

 日本の一人当たり軍事費は３６６ドルであるが、日本を１とした場合、カタールは１４倍、サウジア

ラビア５．７倍、韓国２．５倍であり、一方中国は日本の２分の１、インドは６分の１である。 

 

(ウクライナが突出、GDPの３４％に達する軍事費！) 

３．軍事費の GDP比率 

 

各国の GDP に占める軍事費の比率を見ると、世界 1 位はウクライナであり、その比率は３４％で

ある。２位サウジアラビアの７．４％に比べウクライナは突出している。３位以下の国とその比率は

次のとおりであり、１２位のロシアまでがＧＤＰ比率４％を超えている。 

 

 カタール(６．９６％)、トーゴ(５．４４％)、オマーン(５．１７％)、ヨルダン(４．８４％)、アルジェリア(４．
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７８％)、アゼルバイジャン(４．５５％)、クウェイト(４．５３％)、イスラエル(４．５１％)、アルメニア(４．３

２％)、ロシア(４．０６％) 

 

 上位の顔触れを見ると中東・北アフリカ（MENA）諸国が多い。これに次いで多いのがウクライナ、

ロシア、アゼルバイジャンン、アルメニアなど中東と隣接したユーラシア地域の国々である。紛争が

多い両地域が過大な軍事費を負っている姿が浮かび上がる。中東地域の大国であるトルコ、イラン、

及びエジプは軍事費総額ではそれぞれ世界２３位、３４位、４６位であるが、ＧＤＰ比率はイラン２．３

０％、トルコ２．０６％、エジプト１．３０％で、世界順位はそれぞれイラン２９位、トルコ９２位、エジプト

１０７位であり、トルコ、エジプト両国は軍事費の GDP比率が世界の中でも低い。 

 

その他の主要国を見ると米国は３．４５％、韓国２．７２％、インド２．４３％、中国１．６０％などで

ある。日本のＧＤＰ比率は１．０８％、世界１０６位であり欧米先進国の中でも最も低い水準にとどま

っている。 

 

(ロシア支援国ベラルーシは歳出の 3分の 1が軍事費！) 

４．歳出に占める軍事費の比率 

 
 次に歳出に占める軍事費の比率を見ると、世界１位は東欧の独裁国家ベラルーシであり、同国は

歳出の３分の 1を軍事費に充当している。第２位から第４位には GCCのサウジアラビア(２７．７

９％)、カタール(２３．８４％)及び北アフリカのソマリア(２０．３７％)であり、これらの国々の軍事費は

歳出の２０％を超えている。サウジアラビアの軍事費は金額で世界５位、一人当たりでは世界３位、

ＧＤＰ比率では世界２位である(１～３節参照)。世界最大の産油国の一つである同国は軍備に金を

惜しまない国であることを示している。 

 

 その他主要国の比率を比べると、イランは世界９位の１７．３２％、イスラエル１２．１７％、韓国１０．

５７％、ロシア１０．３５％が１０位台後半から２０位台に並んでいる。インドは８．２６％であり、トルコ

４．４０％、エジプト４．３４％である。軍事費総額で米国に次ぐ世界２位の中国は歳出に占める比率

は４．７９％で世界６６位にとどまっている。日本は２．５３％であり、これは世界１２３位に相当する。
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世界的に見ると日本の軍事支出は少ないと言えよう。なお米国はデータが示されていない。 

 

(１０年前に比べ中国は１．８倍、インド１．７倍増、日本は減少！) 

５．主要国の軍事費の推移(２０１３年～２０２２年) 

 

 主要国の過去１０年間(２０１３年～２０２２年)の軍事費の推移を比較すると、２０１３年の軍事費は

米国が６，７９２億ドルで最も多く、これに次ぐのは中国の１，６４１億ドルであった。米国と中国の１，

２位は１０年間変わっていないが、両国の格差は２０１３年の４．１倍から２０２２年には３．９倍に縮

小しており、中国の軍事費が急速に膨張していることがわかる。 

 

米国の軍事費は２０１３年以降２０１５年までは減少したが、その後は年々増加し２０２１年には８

千億ドルを超え２０２２年には８，７６９億ドルに達している。これに対して中国の軍事費は年平均７．

８％増加、２０１７年には２千億ドルを突破、２０２２年は２，９２０億ドルと１０年間で１．８倍に増加し

ている。 

 

インドも中国と同様毎年軍事費は増加し２０１３年の４７４億ドルから２０２２年には１．８倍の８１４

億ドルに増加しており、世界順位も８位から４位に上がっている。 

 

これら３カ国に対して日本の軍事費は減少傾向にある。２０１３年の軍事費は４９０億ドルであり、

その後２０１９年から２０２１年までの３年間は５００億ドル台に増加したが、２０２２年には４６０億ドル

に減少、１０年前の水準を下回っている。この結果１０年前は世界７位であったが、２０２２年の世界

ランクは１０位である。 

 

ロシアの２０１３年の軍事費は８８４億ドルで米国、中国に続く世界３位の軍事大国であった。２０１

５年には６６４億ドルに急減、その後２０２１年までは６００億ドル台にとどまった。しかし２０２２年に

は再び８６４億ドルに急増している。ウクライナ侵略戦争によるものである。 

 

英、仏、独とイタリアの西欧４カ国及び韓国は軍事費世界ランク上位の常連国であるが、２０１3
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年と２０２２年の金額と世界ランクを示すと以下のとおりである。 

英国：  ６３８億ドル（２０１３年、世界５位）  → ６８５億ドル（２０２２年、同６位） 

フランス： ５２０億ドル（２０１３年、世界６位）  → ５３６億ドル（２０２２年、同８位） 

ドイツ： ４４２億ドル（２０１３年、世界９位）  → ５５８億ドル（２０２２年、同７位） 

イタリア： ３００億ドル（２０１３年、世界１２位） → ３３５億ドル（２０２２年、同１２位） 

韓国：  ３４３億ドル（２０１３年、世界１０位） → ４６４億ドル（２０２２年、同９位） 

 

また中東の軍事大国サウジアラビア、イスラエル、トルコ、イラン及びエジプト５カ国について同様

の傾向を見ると次のとおりである。 

サウジアラビア：６７０億ドル（２０１３年、世界４位） → ７５０億ドル（２０２２年、同５位） 

イスラエル： １６２億ドル（２０１３年、世界１８位） → ２３４億ドル（２０２２年、同１５位） 

トルコ： １８４億ドル（２０１３年、世界１６位） → １０６億ドル（２０２２年、同２３位） 

イラン： １２０億ドル（２０１３年、世界２０位） →  ６８億ドル（２０２２年、同３４位） 

エジプト：  ４４億ドル（２０１３年、世界４３位） →   ４６億ドル（２０２２年、同４６位） 

 

６．世界の武器輸出国と輸入国 

 ここでは世界の武器の輸出入額を取り上げる。各国の輸出額あるいは輸入額は年度によって大

きく変動するため、２０１３年から２０２２年までの１０年間の累計額について比較検討を行う。 

 

(世界の二大武器輸出国―米国とロシア！) 

（１） 主要国の武器輸出額(２０１３年～２０２２年累計額) 

 

 ２０１３年から２０２２年までの１０か年間の武器輸出累計額は世界全体で約２，８００億ドル強であ

り、年間平均では２８４億ドルになる。国別では米国とロシアが際立って多く、米国の１０年間の輸出

総額は１，０４１億ドル、ロシアは５４７億ドルであった。世界全体に占める割合はそれぞれ３７％及

び１９％であり、２か国を合わせると世界の武器輸出額の６割近くを占めている。 

 

 米国、ロシアに次いで輸出額が多いのはフランスの２５２億ドルであるが、米国あるいはロシアの
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２乃至４分の１にとどまっている。これら３カ国に続いて累計輸出額が１００億ドルを超えているのは

中国(１６４億ドル)、ドイツ(１４６億ドル)、英国(１１２億ドル)である。なお次項(輸入額)に触れるとおり

中国は輸入額でも世界第４位であり武器貿易大国である。 

 

 武器輸出額７位から１０位はイタリア、スペイン、イスラエル及び韓国である。上位１０か国のうち

EU諸国が半数の６カ国を占めており、EUは世界的な武器生産地域であることがわかる。なお上位

１０カ国は戦闘機、艦船、戦車、ミサイルなど高額な兵器を得意としているため輸出額が膨らんでい

る。しかし世界の多くの紛争地域では小銃、機関銃、地雷、ロケットなど小型火器が使われている。

その意味ではウクライナ(輸出総額３２億ドル、世界１２位)、トルコ(同２５億ドル、世界１３位)などは、

米国あるいはロシアに比べ金額的には少ないが影響力は小さくないと言えよう。このうちトルコは攻

撃型 UAV（ドローン）の輸出に力を入れているが、このような比較的安価な IT兵器は今後トルコを

含めた開発途上国の有力な輸出商品になるものと思われるi。 

 

(武器輸入額ではインドが世界一、日本は世界１１位！) 

(２) 主要国の武器輸入額(２０１３年～２０２２年合計額) 

 

 ２０１３年から２０２２年までの１０か年間の武器輸入累計額は世界全体で約２，８００億ドルであっ

た。国別ではインドが最も多く同国の輸入累計額は３２７億ドル、世界全体の１２％を占めており、輸

入国第２位はサウジアラビアの２７８億ドル、世界シェアは１０％である。因みにインドの輸入相手国

はロシアが最も多く全体の５５％を占め、次いでフランスである。サウジアラビアの場合は６８％を米

国が占めている。 

 

 第３位はエジプト、第４位中国である。中国の過去１０年間の武器輸入累計額は１２３億ドルである

が、前項でも述べた通り同国は輸出額でも世界第４位であり、武器貿易が活発なことを示している。

中国に次いでオーストラリア及びカタールが輸入累計額１００億ドル(年平均１０億ドル)を超えている。

７位から１０位は UAE、パキスタン、アルジェリア及び韓国でその額は９０～８０億ドル(年平均９～８

億ドル)である。因みに日本の過去１０年間の武器輸入累計額は６７億ドル、年間平均７億ドルであ

り、韓国に次いで世界１１位に相当する。日本の場合、軍事費(２０２２年、４６０億ドル、第１項参照）

に比べ輸入額の割合が小さいのは武器の国産化が進んでいるためと考えられる。 
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以上 

 

本稿に関するコメント、ご意見をお聞かせください。 

 前田 高行 〒183-0027 東京都府中市本町 2-31-13-601 

   E-mail; maeda1@jcom.home.ne.jp 

mailto:maeda1@jcom.home.ne.jp
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7-T01      

軍事支出ランキング (2022年、at Current Price) 

2022 年

順位 

2021 年

順位 
国名 

金額     

(百万ドル) 
(%) 日本＝1 

- - 全世界 2,239,871  100.0%   

            

1 1  米国 876,943  39.2% 19.1  

2 2  中国 291,958  13.0% 6.3  

3 5  ロシア 86,373  3.9% 1.9  

4 3  インド 81,363  3.6% 1.8  

5 6  サウジアラビア 75,013  3.3% 1.6  

            

    上記以外の主要国       

6 4  英国 68,463  3.1% 1.5  

7 8  ドイツ 55,760  2.5% 1.2  

8 7  フランス 53,639  2.4% 1.2  

9 10  韓国 46,365  2.1% 1.0  

10 9  日本 45,992  2.1% 1.0  

11 36  ウクライナ 43,998  2.0% 1.0  

21  20  台湾 12,509  0.6% 0.3  

            

    中東主要国＊       

15  14  イスラエル 23,406  1.0% 0.5  

23  17  トルコ 10,645  0.5% 0.2  

34  39  イラン 6,847  0.3% 0.1  

46  43  エジプト 4,646  0.2% 0.1  

Source: SIPRI、ストックホルム国際平和研究所    

＊UAE はデータなし。     

 

 
i レポート｢中東に広まるドローン(UCAV)の開発と軍事利用｣参照。 

http://mylibrary.maeda1.jp/0545DroneInMe.pdf

